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＜アラン・カページ著の「弟子の道」に沿って＞ 

 

キリストの弟子となる③「弟子となる条件」 

 

テキスト： 

「聖霊がある方に下って・・留まられるのが見えたなら、その方こそ、

聖霊によってバプテスマを授ける方である。」（ヨハネ 1:33）  

 

前回は：「イエスの弟子となる道」について学んだ。 

今回は、バプテスマのヨハネがイエスを紹介したその内容に沿って学ぶ。 

 

Ａ．イエスのみ業＜それは、私達にもなされる＞ 

１．十字架上の死：「世の罪を除く小羊」として贖いを完成 

＜私達の罪の赦し・新生は弟子となる入口＞ 

２．聖霊を送る：ペンテコステで成就 

＜聖霊の満たしは救いの恵に続くもので、神とのより深い関係を可

能にする＞ 

３．弟子作り：イエスに従う 

＜成長と訓練の過程＞ 

  

Ｂ．弟子となる条件 

１．神への渇望 

バプテスマのヨハネの中に神の働きを見、それに加わりたいと思っ

たアンデレとヨハネのように、神の働きを見、それに加わりたいと

願う人々を神は求めておられる 

２．用いられ易いこと 

いつでも、「自分の時」を主のために、また、互いの交わりと学びの

ために用いていただく姿勢が必要。主のために長い時間を過ごそう 
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３．忠実さ 

イエスに従う決意を最後まで保つ忠実さが、弟子に必要とされる 

４．教えられ易いこと 

主の教えと指示に従おうとする開かれた心、互いの交わりを通して

主の御心と人の思いを汲み取ろうとして心を開く意志が必要 

 

終わりに 

主は今も尚、心と生涯を主の前に開いて、喜んで従う人々を求めておら

れる 

 

＜テーマソング＞「弟子となし給え」(新聖歌 404) 

① 弟子となし給え わが主よわが主よ 

弟子となし給え わが主よ 

心の底より弟子となし給え わが主よ 

 ② 愛を増し給え わが主よわが主よ 

 ③ きよくなし給え わが主よわが主よ 

 ④ 主をば倣いたし わが主よわが主よ 

 


